
 
 

北杜市と米国ケンタッキー州マディソン郡との姉妹地域交流 
 

１．交流経過 
 

昭和 61 年（1986 年） 

・マディソン郡リッチモンド市にあるイースタン・ケンタッキー大学（ＥＫＵ）の元教授 

   マーサ・コナウェイ女史がキープ協会に滞在中、高根中学校で英語を指導。 

  

昭和 62 年（1987 年）  

・清水正民高根町長がシカゴで開催されたキープアメリカ後援会の理事会に出席。 

・ポール・ラッシュ博士の故郷であるケンタッキー州との姉妹都市交流を希望。 

・コナウェイ女史が高根町と同規模のマディソン郡ベリア市を紹介、その後高根町代表団が

ケンタッキー州を訪問。 

 

昭和 63 年（1988 年） 

・5月、高根町代表団がベリア市などを訪問、姉妹都市交流が始まる。 

・10 月に開催されたポール・ラッシュ祭 ～八ヶ岳カンティフェア～ に、ケンタッキー州マ

ディソン郡とルイビル市から代表団 56名が参加、10 月 21 日、高根町とベリア市は姉妹提

携に調印。 

 

平成元年（1989 年） 

・マディソン郡代表団が 10 月に訪問、八ヶ岳南麓 4か町村（高根町、長坂町、大泉村、小淵

沢町）関係者と姉妹地域交流について協議。 

 

平成 2 年（1990 年） 

・5月、第 1回目の八ヶ岳代表団（当時の 4か町村長全員参加）がマディソン郡を公式訪問。 

・10 月、マディソン郡ロビンス長官ほかマディソン郡代表団来日。 

・10 月 17 日、八ヶ岳南麓 4か町村とマディソン郡は姉妹地域提携に正式調印。 

・4か町村が協同出資し交流事業実施主体である「八ヶ岳国際交流委員会」を設立。 

 

 平成 4年（1992 年） 

・第 1回中学生ホームステイ実施 

 

 平成 10 年（1998 年） 

・第 1回芸術家交流実施（現日米文化交流） 

 

 平成 16 年（2004 年） 

・11 月、北杜市誕生に伴い「八ヶ岳国際交流委員会」から「北杜市・小淵沢町国際交流委員

会」へ名称変更、北杜市として交流を継続することを確認。 

 

平成 17 年（2005 年） 

・アーティスト(芸術家)の交流プログラムにより、日米の文化及び芸術を紹介。 

・平成 17年から「日米文化交流事業」に変更したが、4年前から未実施。 

 

平成 18 年（2006 年） 

・3月に北杜市と小淵沢町が合併、「北杜市国際交流委員会」に名称変更。 

  ・5 月 18 日、米国ケンタッキー州ベリア市にて北杜市とマディソン郡、ベリア市、リッチ 

   モンド市による姉妹地域提携の再調印。（白倉政司市長訪問） 

 

平成 24 年（2012 年） 

・子ども絵画交流事業開始。 



 
 

 

平成 29 年（2017 年） 

・5月 17 日、米国ケンタッキー州ベリア市にて北杜市とマディソン郡、ベリア市、リッチ   

モンド市による北杜市新市長就任に伴う姉妹地域提携の再調印。（渡辺英子市長訪問） 

 

平成 30 年（2018 年） 

・3月 31 日、「北杜市国際交流委員会」解散、事業および資産を北杜市へ承継。 

 

令和元年（2019 年） 

・子ども絵画交流事業については、令和元年を最後に事業終了。 

  ・子どもたちの絵画による交流、共通のテーマで絵を学校などに展示していた。 

 

令和 2～3年（2020 年～2021 年） 

・新型コロナウイルス感染症の影響により交流中止。 

 

令和 4 年（2022 年） 

・11 月 8日、米国ケンタッキー州べリア市において北杜市とマディソン郡、べリア市、 

リッチモンド市による北杜市新市長就任に伴う姉妹地域提携の再調印。（上村英司市長訪 

問） 

  ・11 月 8日、べリア観光委員会、リッチモンド旅行ガイドのそれぞれと北杜市観光協会が観

光による交流促進のため協定を締結。（浅川力三会長訪問） 

・11 月 7日、リッチモンド市にあるイースタンケンタッキー大学内において、イースタン 

   ケンタッキー大学附属モデルラボラトリー高校と北杜市立甲陵高等学校と北杜市との連 

携協定締結。連携協定により、高校生の交流を図るため、毎年相互訪問することに決定。 

・マディソン郡国際交流委員会と北杜市代表団とが協議をし、毎年相互訪問を行っていたが、、

隔年で相互訪問することに決定。 

・隔年での訪問時期は、両代表団ともに 10月に訪問することに決定した。 

・令和 6年度から、中学生ホームステイ事業の再開。7月下旬から 8月上旬の 9日間の日程

で実施することが決定した。 

   中学生 10 名（男 5名・女 5名）を募集、派遣を行う。 

   北杜市においては、輪番による教諭 1名とし、語学力は問わない。引率教諭は、ホームス

テイを行わずホテルに滞在することが決定。 

 

令和 5 年（2023 年） 

   ・マディソン郡代表団 14 名、通訳 1名が北杜市を来訪。10 月 10 日～10 月 17日 

 

令和 6 年（2024 年） 

・中学生ホームステイ派遣事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止。 

   ・北杜市代表団がマディソン郡を訪問。10月 3 日～10 月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２．これからの交流事業 

 

（１）相互代表団による訪問事業 

令和 4年度に決定した、隔年の訪問を継続して実施していく。 

 

○マディソン郡代表団による北杜市訪問 

・令和 7年 10 月 18・19 日の八ヶ岳カンティフェアの開催に合わせ北杜市に来訪予定。 

市内の視察を行うとともに、お祭りに参加する予定。 

 

○北杜市代表団によるマディソン郡訪問 

・令和 8年 10 月、北杜市内の各種団体などからなる代表団を結成し、マディソン郡内での人

的交流や視察を行う予定。 

 

（２）中学生・教師のホームステイ交流プログラム 

  外国の青少年や家庭との交流を通して、お互いの立場を理解し、広い視野と豊かな国際感覚

を持つ次代のリーダーを育成することを目的にした、中学生と教師の交流プログラム。 

夏休みを利用し隔年で相互訪問、約 10名の中学生及び教師による相互交流を行っている。 

  

 ○北杜市中学生によるマディソン郡訪問 

  ・令和 7年 7月 27 日～8月 4日に訪問予定。 

   男子生徒 5名、女子生徒 5名、引率者 1名、通訳 1名 

 

 ○マディソン郡中学生による北杜市訪問 

  ・令和 8年 7月下旬～8月上旬ころ来訪予定。 

 

（３）高校生（甲陵高等学校）による留学交流事業 

  ・令和 7年 10月にモデル・ラボラトリー高校の生徒が来訪予定。 

  ・令和 8年 3月に甲陵高等学校の生徒が訪問予定。 

 

３． 交流の体制 

マディソン郡側の交流実施主体は、民間で組織された「マディソン郡国際交流委員会」で、委

員会は地元の大学や企業、学校・地域団体の代表者によって構成され、地域全体で交流事業を運

営している。会長は、ベリア市ユニオン教会牧師のケント・ギルバート氏が務めている。 

マディソン郡内には、独自の行政を行うベリア市とリッチモンド市が含まれ、両市以外の地域

の行政をマディソン郡が管轄している。 

ベリア市長、リッチモンド市長、マディン郡代表者が国際交流委員会理事として参画し、その

姉妹地域提携の調印文書には、ベリア市、リッチモンド市、マディソン郡の長が署名している。



 
 

 


